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熊本市新庁舎整備基本計画策定及び基本設計・実施設計等業務委託 

契約候補者の審査及び選定に関する実施要領 

 

 熊本市新庁舎整備基本計画策定及び基本設計・実施設計等業務委託における

契約候補者の審査及び選定に関する実施要領を以下のとおり定める。 

 

１ 契約候補者の審査方法 

(1) 外部委員５名、内部委員２名で構成する「熊本市新庁舎整備基本計画策

定及び基本設計・実施設計等業務受託事業者選定委員会」（以下「選定委員

会」という。）において、提案書等及びヒアリングを基に審査を行う。 

(2) 審査方法は、評価項目ごとの評価点数の合計点数を競う「公募型プロポ

ーザル方式」により行う。 

 

２ 選定委員会メンバー 

次の委員（敬称略）により組織された選定委員会が行う。 

外部有識者 

建築設計・ 

まちづくり 
田中 智之 

早稲田大学 理工学術院 創造理工学部 

建築学科 教授 

都市景観 星野 裕司 
熊本大学 くまもと水循環・減災研究

教育センター 教授 

交通施策 吉城 秀治 
熊本大学 くまもと水循環・減災研究

教育センター 准教授 

都市防災 菅野  拓 
大阪公立大学大学院 文学研究科 人間

行動学専攻 准教授 

建築設計 藤本 章子 
熊本大学大学院 先端科学研究部 

助教 

市職員 

深水 政彦 熊本市 副市長 

上野 勝治 熊本市 政策局 庁舎整備部長 

 

３ 評価項目等 

別紙４「熊本市新庁舎整備基本計画策定及び基本設計・実施設計等業務委託

プロポーザル評価基準」のとおり。 

 

４ 契約候補者及び次点候補者の審査及び選定手順 

(1) 提案書等の見積書に記載している金額が提案上限額を超えている場合、

及び社会通念上著しく不当な金額と判断する場合には、提案は無効とする。 

(2) 各プロポーザル参加者より「特定テーマに関する提案書」の説明を実施

する。 

(3) 選定委員会にて各プロポーザル参加者へのヒアリングを実施する。 

(4) 各委員は「３ 評価項目等」に示した基準に基づき、独立して提案者の提

別紙３ 
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案を評価し、最高得点者を契約候補者、次点の者を次点候補者として決定す

る。ただし、最高得点者が複数ある場合は、見積書に記載している金額が最

も安価な者を契約候補者とし、次に安価なものを次点候補者とする。見積書

に記載している金額も同額である場合は、くじにより契約候補者、次点候補

者を決定する。また、次点の者が複数ある場合も同様とする。 

(5) 契約候補者及び次点候補者の技術提案にあっては、適正な履行を確保す

る観点から、全ての審査委員の「評価点」の合計点数が５割以上であること

を要する。 

(6) 契約候補者が事故等にあい、契約が不能となった場合は、次点候補者を

契約候補者とする。 

(7) プロポーザルに参加する者が１者である場合は、再度公告して申請書等

の提出期限を延長するものとする。この場合、必要に応じて案件に係る参加

資格の変更又は履行期間の変更を行うことがある。 

 

５ 審査結果等の公表 

契約候補者及び次点候補者を決定した場合は、担当課での閲覧及び熊本市ホ

ームページにより、次の事項を公表するものとし、(1)及び(2)については、契

約候補者及び次点候補者の決定後、速やかに公表する。 

なお、(2)については、次点候補者の商号又は名称を公表することによって、

他の提案者の商号又は名称及びその評価合計点が特定される場合は、契約候補

者のみ商号又は名称を公表する。 

(1) 提案者の商号又は名称 

(2) 提案者（契約候補者及び次点候補者のみ商号又は名称を公表）の評価合

計点 

(3) 契約候補者の技術提案書 

(4) 契約候補者を特定した理由 

(5) 提案者の提案書概要版（契約候補者のみ商号又は名称を公表） 

 


